
 

お取引先様各位 

高知県大豊町 [式岩橋 橋梁調査] 
 

皆様におかれましては、ますますご発展のこととお喜び申し上げます。 

日頃は格別のご愛顧を賜り、ありがたく厚く御礼申し上げます。 
  

 今回は高知県大豊町から発注され、弊社が実施しました「式岩橋 橋梁調査」についてご紹介します。 

 式岩橋は、吉野川上流の深い渓谷にかかる、1979（昭和 54）年に建設された、橋長 L=130m、幅員 W=2m、塔高

H=16m の、人および、小型乗用車 1 台が通行可能な吊り橋です。 
 
今回の調査は、橋梁の主要構造部材の損傷や劣化の状況を、目視で調査し、損傷度や劣化度により、詳細調

査の必要性や対策の方向性を提示することを目的とするものです。また、この調査で得られたデータは今後の計

画的な維持管理に使用されます。 
 
吊り橋は、2 本の主塔の間に張られた、メインケーブルから鉛直に垂らされたハンガーロープで主桁を支える

形式の橋で、メインケーブルおよびハンガーロープは断線が直接落橋につながる重要部材です。 

特に、メインケーブルの定着部および塔頂部は、劣化が進行しやすく重要な点検ポイントとなり、直近で詳細に

調査する必要があります。このため、塔頂部の点検は、高所作業車が進入可能な右岸側は、道路を一次通行止

めし高所作業車で点検し、高所作業車が進入不可能な対岸は、仮設足場を組み立てて点検しました。 
 

  
 今回実施した橋梁点検の概要は以上ですが、現在、国土交通省は、「長寿命化修繕計画策定事業費補助制度」

を創設し、従来の事後的な修繕及び架け替えから、計画的な修繕及び架け替えへの転換を推進しています。 
 
弊社は、橋梁点検に限らず、あらゆる構造物の維持管理やリニューアルのニーズに応え、修繕・更新にかかる

費用を縮減することを第一とし、お客様のご要望にお応えしてまいります。 
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(1) 制度概要

(2) 本制度による効果
　橋梁を長寿命化することにより、建設年から架替え年までの修繕・架替えに係る単年度当たりの

コストを縮減

長寿命化修繕計画策定事業費補助制度の概要

長寿命化のための計画に位
置付けられた予防的な修繕
及びその後の計画的な架替
えのみを補助対象

長寿命化修繕計画策定に要
する費用について支援
・補助率1/2
・5年間の時限措置※2

自治体 国

対象橋梁の健全度把握
（点検）

予防的な修繕に向けて 事後的な
修繕・
架替え

事後的な修繕・
架替えへの補助は

※1 市町村道については7年後

施策①

施策②

※2 市町村については7年間

施策③

長寿命化修繕計画の策定
【内容】

コストを最小化する
個別橋梁の修繕計画（対策内
容、点検時期、対策時期等）
とそのとりまとめ

【策定条件】
・学識経験者等の参画

予防的な修繕による
長寿命化

計画的な架替え

技術支援

支援期間
都道府県：5年間（H19～23）
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単年度当たりのコスト縮減

長寿命化

対応の遅れ

適切な管理の下で
迎える架替え

従来の管理

鉄筋の腐食が進行し、
手遅れで架替え

適切な管理
（推計値）

計画的に橋梁の健全度を把握
し、損傷が顕在化する前に、
予防的な修繕を実施。

損傷が顕在化した後に、事後
的な修繕を実施。

架設年数

ひび割れ
ひび割れが大きく鉄筋
の腐食が進行

国土交通省道路局HPより引用


